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論　文
えひめの地域づくり

的な活動の積み重ねと訪れる人たちとの共感が、
駅を取り巻く空間の豊かさを共創しています。ま
さしくシビックプライドが、駅にかかわる人たち
と訪れる人たちとの間で生まれてきているので
す。次世代のまちづくりを彷彿させるものだと思
います。

伊予市双海町下灘駅の様子

　これらの事例のように、第三世代のまちづくり
は、課題解決というフォアキャスティング的な取
組みではなくて、もっと自由に幸福をもたらす
バックキャスティング的な取組みがいいのではな
いかと思います。地域おこし協力隊が地域に入る
ときに、フリーミッションタイプとミッションタ
イプがあるといわれていますが、フリーミッショ
ン型の取組みが、小規模であっても多様に数多く
起きているようなまちづくりがこれからの主流に
なるのではないか。新型コロナウイルスへの対応
が、ゼロコロナを目指したものでなく、ウィズコ
ロナといったように、課題解決に直に向かい合う
のではなくて、その課題と付き合いながら生活し
ていくようなものでないかと思っています。言い
換えれば、それぞれが自分の幸福にこだわって、
周りの人たちを巻き込んでやりたいことをやる。
それが集積すると、自分たちが目指した暮らしぶ
りが実現するとともに、結果的に課題解決につな
がるまちづくりになるのではないか。
　このまちづくりの考え方は、第一世代のビジョ
ン型まちづくりに近いものがあります。その違い
は、誰かが提唱したビジョンに賛同して、一つの

目標に向かって進めていくまちづくりではなく、
たくさんの人たちの小さな思いを、たくさんの人
たちが連携しながら共創していくまちづくりで
す。課題解決よりも価値創造型のまちづくりにな
るのではないか。そこには、多様に生きている人
がいて、過去の事例を参考にしたまちづくりでは
なく、たくさんの目標が重なり合って行われる価
値共創型のまちづくりになると思われます。
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